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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 リ モ ナ ン ア ル コ ー ル を ベ ー ス と す る カ ル ボ ン 酸 、 そ の 製 造 方 法
並 び に そ の 用 途 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 触 媒 の 使 用 量 は 、 幅 広 い 範 囲 に 及 び 得 る 。 触 媒 は 、 使 用 さ れ る ジ カ ル ボ ン 酸 を 基 準 と し
て １ ～ １ ０ モ ル ％ の 量 で 使 用 す る こ と が で き る 。 し か し 、 触 媒 を 更 に 多 量 に 使 用 し て も そ
れ に よ る が 殆 ど な い の で 、 触 媒 濃 度 は 、 使 用 さ れ る ジ カ ル ボ ン 酸 を 基 準 と し て 、 通 常
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は ２ ～ ８ モ ル ％ 、 好 ま し く は ３ ～ ６ モ ル ％ で あ る 。 場 合 に よ っ て は 個 々 の 場 合 に つ い て 予
備 実 験 を 行 う こ と に よ っ て 、 触 媒 な し で 比 較 的 高 温 で も し く は 触 媒 を 用 い て 比 較 的 低 温 で
実 施 す る か を 決 定 す る の が 有 利 で あ る 。
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